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三重県環境生活部

くらし・交通安全課

三重県性暴力の実態に関する県民調査
の結果について



【本調査結果を読む際の注意】

1. 結果数値（％）は、小数点以下第２位を四捨五入して算出しているため、内訳の合計が計に一致
しない場合がある

2. １人の対象者に２つ以上の回答を認めた設問では、内訳の合計が100％を超える場合がある。
3. この調査における地域区分は次のとおりである。

北勢：四日市市、桑名市、鈴鹿市、亀山市、いなべ市、木曽岬町、東員町、菰野町、
朝日町、川越町

伊賀：名張市、伊賀市
中南勢：津市、松阪市、多気町、明和町、大台町

伊勢志摩：伊勢市、鳥羽市、志摩市、玉城町、度会町、大紀町、南伊勢町
東紀州：尾鷲市、熊野市、紀北町、御浜町、紀宝町

目次

I 調査の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １

II 調査結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３

１ 性暴力根絶及び被害者等支援に関する県民の意識・・・・・・・・・・・・・ ３

２ 回答者の周囲における性被害・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９

３ 回答者の性被害・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13

４ 性被害経験の有無と性暴力等に関する意識・・・・・・・・・・・・・・・・ 29

５ 回答者の性加害・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 31

III 調査票・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 33



１ 調査の目的

３ 概要

（１） 回答者の属性

（２） 性暴力根絶及び被害者等支援に関する県民の意識

（３） 回答者及び回答者の周囲における性暴力の実態

I 調査の概要
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（１）調査対象 県内在住の満18歳以上の方 男女各1,500人 計3,000人

（２）調査時期 令和7年11月25日から同年12月26日まで（32日間）

（３）調査方法 郵送配布、郵送及びインターネットによる回答

（４）回答数（率）

計 1,337(44.6％)

（内訳） 男性  597

女性  722

その他 5

不明  13

三重県性暴力の根絶をめざす条例（令和7年三重県条例第53号）に基づく推進計画の策定等に係る基礎資料
とするとともに、三重県における性暴力被害者等支援及び性暴力の根絶に向けた取組課題を把握するため、性暴
力被害者等支援及び性暴力の根絶をめざす施策に関する県民の意識並びに性暴力の実態を明らかにする。

２ 実施主体

三重県

４ 調査内容



44.7% 54.0%

0.4% 1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 その他 無回答

10.6% 9.9% 12.6% 13.9% 15.1% 18.3% 18.8%

0.1% 0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳
80歳～ 不明

５ 回答者の属性

（１）性別
（n=1,337）

I 調査の概要

（２）年齢
（n=1,337）

45.7% 8.5% 30.1% 12.0%

3.3% 0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北勢 伊賀 中南勢 伊勢志摩 東紀州 無回答

（３）居住地域
（n=1,337）

（４）職業
（n=1,337）

1.6%

7.5% 32.5% 21.2% 3.0% 11.7% 9.1% 13.1%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

農林水産業 自営業・自由業 正規の社員・職員

パート・アルバイト派遣社員等 その他収入のある仕事 学生

専業主婦・専業主夫 無職 無回答
2



１ 性暴力根絶及び被害者等支援に関する県民の意識について

II 調査結果（１ 性暴力根絶及び被害者等支援に関する県民の意識）
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98.1%

96.5%

97.2%

1.5%

3.4%

2.4%

0.4%

0.2%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

全体

知っている・聞いたことがある 知らなかった 無回答

（１）「性暴力」の認知度

82.3%

82.4%

82.3%

16.6%

17.1%

16.8%

1.1%

0.5%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

全体

知っている・聞いたことがある 知らなかった 無回答

（２）「二次被害」の認知度

「性暴力」について、「知っている、また
は、聞いたことがある」と答えた割合は、

全体 97.2％
男性 96.5％
女性 98.1％
であった。

「二次被害」について、「知っている、ま
たは、聞いたことがある」と答えた割合は、

全体 82.3％
男性 82.4％
女性 82.3％
であった。

（n=1,337）

（n=597）

（n=722）

（n=1,337）

（n=597）

（n=722）



II 調査結果（１ 性暴力根絶及び被害者等支援に関する県民の意識）
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（４）「みえ性暴力被害者支援センター よりこ」の認知度

15.0%

14.7%

14.9%

84.3%

85.3%

84.7%

0.7%

0.0%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

全体

知っている・聞いたことがある 知らなかった 無回答

（３）「三重県性暴力の根絶をめざす条例」の認知度

31.4%

14.4%

23.6%

68.1%

84.9%

75.8%

0.4%

0.7%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

全体

知っている・聞いたことがある 知らなかった 無回答

「三重県性暴力の根絶をめざす条例」に
ついて、「知っている、または、聞いた
ことがある」と答えた割合は、

全体 14.9％
男性 14.7％
女性 15.0％
であった。

「みえ性暴力被害者支援センター よ
りこ」について、「知っている、または、
聞いたことがある」と答えた割合は、

全体 23.6％
男性 14.4％
女性 31.4％
であった。

また、年代別でみると、

10代 28.9％ 40代 24.2％
20代 26.5％ 50代 27.2％
30代 32.5％ 60代以上 16.5％
であった。

（n=1,337）

（n=597）

（n=722）

（n=1,337）

（n=597）

（n=722）



II 調査結果（１ 性暴力根絶及び被害者等支援に関する県民の意識）
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2.0%

3.0%

8.3%

12.8%

39.1%

2.2%

8.7%

2.6%

0.2%

1.4%

11.6%

7.9%

0% 20% 40%

その他

テレビやラジオのCM

新聞やニュース、雑誌、フリーペーパー

県や市町の広報誌

チラシやポスター、リーフレット、ス

テッカー、広報カード

家族・友人など

学校関係者（教員、養護教員、スクール

カウンセラーなど）

医療関係者（医師、看護師など）

弁護士

警察官や検察官

行政機関（県庁、市役所、町役場など）

インターネット（ホームページなど）

（５）「よりこ」のことを知った方法（複数回答）（n=315）

どのような方法で「よりこ」を知ったか聞いたところ、

「チラシポスター、ステッカー・広報カード（39.1％）
と答えた割合が最も多く、
次いで、県・市町町の広報誌（12.8％）
であった。

インターネット（ホームページ等）を見た

行政機関（市町役場）の紹介

警察官や検察官の紹介

弁護士の紹介

医療関係者（医師、看護師等）の紹介

学校関係者（教員、養護教諭、あああ
スクールカウンセラー等）の紹介

家族・友人などの紹介

チラシやポスター、リーフレット、 あ
ステッカー、広報カードを見た

県や市町の広報誌を見た

新聞やニュース（テレビ、ラジオ等）、
雑誌、フリーペーパーを見た

テレビやラジオのCM

その他



II 調査結果（１ 性暴力根絶及び被害者等支援に関する県民の意識）
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（６）「よりこ」以外の相談窓口の認知度（n=1,337）

20.6%

20.8%

7.4%

3.8%

10.5%

9.6%

13.6%

63.3%

76.4%

76.2%

88.9%

92.7%

86.8%

87.6%

83.3%

35.1%

3.1%

3.0%

3.7%

3.5%

2.6%

2.8%

3.1%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

三重県女性相談支援センター

三重県男女共同参画センター「フレンテみえ」

3分野合同LINE相談

Cure time

性犯罪被害相談電話 ♯８１０３（ハートさん）

性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ

支援センター

（公社）みえ犯罪被害者総合支援センター

近くの警察署

知っている・聞いたことがある 知らなかった 無回答

「よりこ」以外の性暴力被害に関連するそれ
ぞれの相談窓口について知っているか聞いた
ところ、

「知っている、または、聞いたことがある」
と答えた割合は、

「近くの警察署」（63.3％）が最も多く、
次いで、
「三重男女共同参画センター『フレンテみ
え』」（20.8％）
であった。

近くの警察署

（公社）みえ犯罪被害者総合支援センター

性犯罪・性暴力被害者のための あ
ワンストップ支援センター

性犯罪被害相談電話 あ
#8103（ハートさん）

Cure Time
※国が運営する性暴力被害者のためのSNS相談

３分野（DV、妊娠SOS、性暴力）合同LINE相談
※三重県が３分野合同で運営するLINE相談

三重県男女共同参画センター
「フレンテみえ」

三重県女性相談支援センター



性暴力だと思う・
どちらかと言えばおもう

どちらともいえない・
わからない

性暴力だと思わない・
どちらかといえば思わない

無回答

II 調査結果（１ 性暴力根絶及び被害者等支援に関する県民の意識）
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例示した14の行為に対して、性暴力である
と思うか聞いたところ、

「性暴力だと思う・どちらかといえばおも
う」と答えた割合は、

性的虐待（99.2％）が最も多く、
次いで、痴漢（98.8％）、
不同意わいせつ・不同意性交（98.4％）
であった。

「どちらとも言えない・わからない」また
は「性暴力とは思わない・どちらかといえ
ば思わない」と答えた割合は、

アスリート等盗撮（5.6％）が最も多く、
次いで、
セクシュアルハラスメント （4.1％）
であった。

93.9%

97.1%

93.8%

97.6%

98.5%

95.1%

95.8%

96.7%

94.2%

99.2%

97.7%

98.8%

96.3%

98.4%

2.5%

1.6%

4.9%

1.2%

0.5%

3.1%

2.8%

1.9%

4.5%

0.2%

1.1%

0.4%

2.8%

1.0%

0.7%

0.3%

0.7%

0.5%

0.3%

1.0%

0.7%

0.5%

0.7%

0.1%

0.3%

0.2%

0.5%

0.1%

2.8%

1.0%

0.6%

0.7%

0.7%

0.7%

0.7%

0.8%

0.5%

0.4%

0.9%

0.6%

0.4%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（７）性暴力に対する認識（n=1,337）

不同意わいせつ・不同意性交

面会要求

痴漢

盗撮

性的虐待

配偶者等性暴力

デートDV

ストーカー行為

セクシュアルハラスメント

性的脅迫

デジタル性暴力

アスリート等盗撮

アダルトビデオ（AV）出演強要

性的ないたずら



II 調査結果（１ 性暴力根絶及び被害者等支援に関する県民の意識）
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性暴力のない三重県の実現に向けて必要な取組につ
いて聞いたところ、

「防犯カメラ・防犯灯の設置」（74.8％）
と答えた割合が最も多く、
次いで、「子どもへの教育・啓発」（71.6％）、
「県民への広報・啓発」（70.8％）
であった。

（８）性暴力の根絶に向けて必要な取組（複数回答）（n=1,337）

1.0%

5.2%

61.2%

61.5%

61.2%

71.6%

67.2%

70.8%

50.4%

74.8%

46.1%

0% 20% 40% 60% 80%

1.1%

1.9%

58.3%

45.2%

45.5%

66.6%

49.8%

40.5%

41.7%

57.7%

42.3%

15.5%

28.6%

70.1%

68.9%

72.0%

0% 40% 80%

被害者が相談しやすくなるために必要な取組につい
て聞いたところ、

「相談窓口の周知」（72.0％）と答えた割合が最も
多く、
次いで、「メール・ＳＮＳでの相談」（70.1％）、
「24時間365日相談対応」（68.9％）
であった。

（９）被害者が相談しやすくなるために必要な取組（複数回答）（n=1,337）

見回り・パトロールの強化

防犯カメラ・防犯灯設置

取り締まりの強化

性暴力根絶に向けた広報啓発

性暴力に対する県民の理解

子どもに対する教育・啓発

学校・職場での研修の充実

学校（職場）での環境・設備の整備

加害者への再犯防止プログラム

その他

特にない

窓口の周知

24時間・365日対応

メール・SNSで相談できる

支援拠点の増設

ビデオ通話相談の導入

相談員の増員

希望する性別の相談員への相談

どこでも相談できる

医療従事者の増員

二次被害防止の徹底

支援を無料で受けられる

教育関係者への研修充実

学校（職場）での相談体制強化

早い年齢からの性教育

その他

特にない



26.3% 44.8% 28.9%

0% 50% 100%

あり なし 答えたくない・無回答

II 調査結果（２ 回答者の周囲における性被害）

（１）①回答者の周囲における性被害経験（被害類型別）（複数回答）（n=1,337）

（１）②回答者の周囲における性被害経験（n=1,337）

回答者の周囲の方が性被害を受けたことを
見聞きしたことがある行為について聞いた
ところ、

「被害に遭ったことがない」と答えた割合
は44.8％であった。

一方、被害を見聞きしたことがある行為に
ついては、
「痴漢」（15.9％）
と答えた割合が最も多く、
次いで、
「セクシュアルハラスメント」（9.3％）
であった。

28.9%

44.8%

7.4%

0.3%

0.9%

1.2%

1.0%

9.3%

5.2%

2.0%

2.8%

1.9%

4.3%

15.9%

1.0%

4.9%

0% 20% 40% 60%

不同意わいせつ・不同意性交

面会要求

痴漢

盗撮

性的虐待

配偶者等性暴力

デートDV

ストーカー行為

セクシュアルハラスメント

性的脅迫

デジタル性暴力

アスリート等盗撮

アダルトビデオ（AV）出演強要

性的ないたずら

被害に遭ったことがない

答えたくない・無回答

回答者の26.3％(約４人に１人）が「周囲で
何らかの性被害を見聞きした経験がある」と
答えている。



II 調査結果（２ 回答者の周囲における性被害）
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回答者と被害者（周囲の方）の関係を聞いたところ、

「学校・大学の関係者」（39.5％）と答えた割合が
最も多く、
次いで、
「職場・アルバイト先の関係者」（33.2％）、
「親」（16.5%）
であった。

※その他の主な内容
通勤（通学）時に偶然居合わせた人（同じ
電車に乗り合わせた人）、近所の人

（２）回答者と被害者の関係（複数回答）（n=352）

15.9%

9.4%

33.2%

39.5%

7.4%

14.2%

7.4%

16.5%

10.8%

0% 10% 20% 30% 40%

5.1%

0.9%

3.1%

9.9%

13.4%

40.9%

25.3%

13.1%

15.3%

20.5%

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

不明

60歳以上

50歳～59歳

40歳～49歳

30歳～39歳

20歳～29歳

18歳／19歳

中学卒業から17歳まで

中学生のとき

小学生のとき

小学校入学前

被害者（周囲の方）はいつ被害を受けたか聞いたと
ころ、

「20～29歳」（40.9％）と答えた割合が最も多く、
次いで、「18・19歳」（25.3％）、
「小学生のとき」（20.5％）
であった。

（３）性被害を受けた時期（複数回答）（n=352）

*1 かつてその関係であった者を含む
*2 実父母のほか、養親、義理の親、親の交際相手を含む
*3 教職員、先輩・後輩、同級生、部活の指導者 等
*4 上司・同僚・部下、客、取引先の相手 等

配意者・パートナー *1

親 *2

きょうだい

その他の家族・親族

交際相手 *1

学校・大学の関係者 *3

職場・アルバイト先の関係者 *4

わからない

その他



4.0%

8.0%

13.9%

2.3%

2.0%

8.5%

5.7%

40.1%

2.6%

20.5%

1.4%

19.3%

4.5%

9.4%

16.8%

0% 30% 60%

II 調査結果（２ 回答者の周囲における性被害）
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被害者（周囲の方）がどこで被害に遭ったか聞いたところ、

「公共交通機関」（40.1％）と答えた割合が最も多く、
次いで、「会社」（20.5％）、
「保育園・幼稚園・学校・大学」（19.3％）
であった。

※その他の主な内容
飲食店、商業施設、通勤（通学）途中、道路上

（５）被害者と加害者の関係（複数回答）（n=352）

被害者（周囲の方）と加害者との関係を聞いたところ、

「職場・アルバイト先の関係者」（29.5％）
と答えた割合が最も多く、
次いで、「学校・大学の関係者」（24.7％）
であった。

また、性別関係では
「異性からの被害」（90.6％）と答えた割合が最も多く、
次いで、「同性からの被害」（12.2％）、
「わからない」（2.0％）
であった。

また、社会的立場関係では、
「地位や立場が上の人からの被害」（34.1％）
と答えた割合が最も多く、
 次いで、「地位や立場が同じか下の人からの被害」
（28.1％）
であった。

（４）性被害を受けた場所（複数回答）（n=352）

51.4%

5.4%

0.9%

0.9%

29.5%

24.7%

11.4%

3.1%

1.1%

5.4%

11.1%

0% 30% 60%

まったく知らない人

その他

医療・福祉関係者

SNSなどインターネット上で知り合った人

職場・アルバイト先の関係者

学校・大学の関係者

交際相手*1

その他の家族・親族

きょうだい

親*2

配偶者・パートナー*１配意者・パートナー *1

親 *2

きょうだい

その他の家族・親族

交際相手 *1

学校・大学の関係者 *3

職場・アルバイト先の関係者 *4

SNSなどインターネット上で知り合った人

医療・福祉関係者

その他

まったく知らない人

被害者の家

加害者の家

被害者または加害者の車内

保育園・幼稚園・学校・大学

塾・習い事

会社

ホテル

公共交通機関

遊技場

公共施設

スポーツ施設

SNS・インターネット上

その他

不明

答えたくない・無回答
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回答者が被害者（周囲の方）の被害をどのようにして
知ったかを聞いたところ、

「被害者から聞いたから」（65.9％）
と答えた割合が最も多く、
次いで、「被害に遭っているのを見たから」（18.8％）
であった。

（７）回答者が性被害を知った時期（複数回答）（n=352）

回答者がいつ被害者（周囲の方）の被害を知ったのかを
聞いたところ、

「その日のうち」（36.1％）と答えた割合が最も多く、
次いで、
「１週間未満」（17.3％）
であった。

一方、
「5年～10年」（3.7％）や、「10年以上」（6.3％）
など、
被害から長期間経過後に把握した被害も存在している

（６）回答者が性被害を知ったきっかけ（複数回答）（n=352）

4.3%

7.4%

2.6%

14.8%

3.1%

18.8%

65.9%

0% 20% 40% 60% 80%

わからない・

覚えていない

その他

被害に遭った方が相談していたところから

連絡があったから

被害に遭った方とはちがう人から聞いたか

ら

いつもと違う様子だったから

被害に遭っているのを見たから

被害に遭った方から聞いたから

15.3%

6.3%

3.7%

10.8%

15.1%

9.9%

17.3%

36.1%

0% 20% 40%

わからない・覚えていない

10年以上

5年～

10年未満

1年～

5年未満

1か月～

1年未満

1週間～

1か月未満

1週間未満

その日のうち

被害者から聞いたから

被害に遭っているのを見たから

いつもと違う様子だったから

第三者から聞いたから

被害者の相談先から連絡があった

その他

わからない・覚えていない

その日のうち

１週間未満

１週間以上１か月未満

１か月以上１年未満

１年以上５年未満

５年以上1０年未満

10年以上

わからない・覚えていない



22.1% 47.3% 30.7%

0% 50% 100%

あり なし 答えたくない・無回答

II 調査結果（３ 回答者の性被害）

回答者自身が性被害を受けたことがある行為につい
て聞いたところ、

「被害に遭ったことがない」と答えた割合は47.3％
であった。

一方、被害を見聞きしたことがある行為については、
「痴漢」（14.9％）と答えた割合が最も多く、
次いで、「セクシュアルハラスメント」（5.5％）
であった。

また、
「不同意性交等・不同意わいせつ」
と回答した割合は2.5％であった。

（１）①回答者の性被害経験（被害類型別）（複数回答）（n=1,337）

（１）②回答者の性被害経験（n=1,337）

30.7%

47.3%

5.2%

0.0%

0.3%

0.2%

0.7%

5.5%

2.7%

1.5%

1.4%

1.2%

1.9%

14.9%

0.2%

2.5%

0% 20% 40% 60%

不同意わいせつ・不同意性交

面会要求

痴漢

盗撮

性的虐待

配偶者等性暴力

デートDV

ストーカー行為

セクシュアルハラスメント

性的脅迫

デジタル性暴力

アスリート等盗撮

アダルトビデオ（AV）出演強要

性的ないたずら

被害に遭ったことがない

答えたくない・無回答

回答者の22.1％(約５人に１人）が何らかの性被害
を受けた経験があると答えている。



II 調査結果（３ 回答者の性被害）
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性被害経験の有無について、年代別にみると、
「性被害に遭ったことがある」と答えた割合
は、

18～19歳 5.6％
20～29歳 18.9％
30～39歳 27.8％
40～49歳 30.6％
50～59歳 27.7％
60歳以上 20.1％
であった。

（１）③回答者の性被害経験（性別）

35.7%

5.7%

22.1%

36.7%

62.8%

48.5%

27.6%

31.5%

29.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

全体

被害経験あり 被害経験なし 無回答

（n=597）

（n=722）

（n=1,337） 性被害経験の有無について、性別に見ると、
「性被害に遭ったことがある」と答えた割合
は、

男性 5.7％
女性 35.7％（約３人に１人）
であった。

20.1%

27.7%

30.6%

27.8%

18.9%

5.6%

45.4%

49.5%

50.0%

40.2%

56.1%

58.5%

34.5%

22.8%

19.4%

32.0%

25.0%

35.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

60歳以上

50～59歳

40～49歳

30～39歳

20～29歳

18～19歳

被害経験あり 被害経験なし 無回答

（１）④回答者の性被害経験（年代別）

（n=132）

（n=169）

（n=186）

（n=202）

（n=142）

（n=498）



15.4%

36.1%

7.7%

10.0%

33.2%

18.0%

30.0%

14.3%

49.7%

31.1%

60.3%

60.0%

39.9%

55.1%

41.0%

57.1%

34.9%

32.8%

32.1%

30.0%

26.9%

27.0%

29.0%

28.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無職

専業主婦・専業主夫

学生

その他収入のある仕事

パート・アルバイト・派遣社員等

正規の社員・職員

自営業・自由業

農林水産業

被害経験あり 被害経験なし 無回答

II 調査結果（３ 回答者の性被害）
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11.4%

19.9%

22.6%

25.7%

22.1%

43.2%

51.6%

49.3%

51.3%

47.1%

45.5%

28.6%

28.1%

23.0%

30.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東紀州

伊勢志摩

中南勢

伊賀

北勢

被害経験あり 被害経験なし 無回答

（１）⑤回答者の性被害経験（地域別）

性被害経験の有無について、居住地域
別にみると、

「性被害に遭ったことがある」と答え
た割合は、
北勢 22.1％
伊賀 25.7％
中南勢 22.6％
伊勢志摩 19.9％
東紀州 11.4％
であった。

性被害経験の有無について、職業別にみ
ると、

「性被害に遭ったことがある」と答えた
割合は、
専業主婦・専業主夫 36.1％
パート・アルバイト・派遣社員 33.2％
自営業・自由業 30.0％
であった。

（１）⑥回答者の性被害経験（職業別）

（n=21）

（n=100）

（n=434）

（n=283）

（n=40）

（n=156）

（n=122）

（n=175）

（n=611）

（n=113）

（n=402）

（n=161）

（n=44）



II 調査結果（３ 回答者の性被害）
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（２）①性被害を受けた時期（複数回答）（n=295）

性被害を受けたことがある人に、性被害を受
けた時期について聞いたところ、

「20～29歳」（44.7％）と答えた割合が最も
多く、
次いで、「18～19歳 」（30.2％）、
「小学生のとき」（26.1％）
であった。

性被害を受けた時期について、複数回答のう
ち、最も早い時期を抽出したところ、

「学生のとき」（25.4％）が最も多く、
次いで、
「20～29歳」（21.7％） 、
「中学卒業～17歳」（17.6％）
であった。

また、成人年齢（18歳）未満の区分*5を合算
したところ、56.9％が成人年齢までに何らか
の性被害に遭っている。

4.7%

25.4%

9.2%

17.6%

14.9%

21.7%

1.7%

1.4%

0.3%

1.0%

0.7% 1.4%

小学生のとき

60歳以上

不明 無回答

中学生のとき

中学卒業～17歳

18・19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳
小学校入学前

（２）②性被害を受けた時期（最も早い時期）（n=295）

*5「小学校入学前」、「小学生のとき」、「中学生のとき」、
「中学卒業～17歳」を合算

1.4%

0.7%

1.7%

3.4%

7.8%

12.2%

44.7%

30.2%

26.1%

14.6%

27.8%

4.7%

0% 25% 50%

無回答

不明

60歳以上

50歳～59歳

40歳～49歳

30歳～39歳

20歳～29歳

18歳／19歳

中学卒業から17歳まで

中学生のとき

小学生のとき

小学校入学前



II 調査結果（３ 回答者の性被害）
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性被害を受けたことがある人に、どこで被害に遭った
かを聞いたところ、

「公共交通機関」（43.7％）と答えた割合が最も多く、
次いで、
「会社」（18.6％） 、
「保育園・幼稚園・学校・大学」（16.6％）
であった。

（その他の主な内容）
飲食店、商業施設、病院、通勤（通学）途中、道路上、
温浴施設

（３）①性被害を受けた場所（複数回答）（n=295）

1.7%

1.4%

24.1%

0.7%

0.7%

8.5%

3.1%

43.7%

4.4%

18.6%

2.7%

16.6%

5.4%

9.2%

10.5%

0% 30% 60%

被害者の家

加害者の家

被害者または加害者の車内

保育園・幼稚園・学校・大学

塾・習い事

会社

ホテル

公共交通機関

遊技場

公共施設

スポーツ施設

SNS・インターネット上

その他

不明

答えたくない・無回答

また、被害類型別に見ると（P18参照）、

➢ 不同意施わいせつ・不同意性交では、「加害者の家」（36.4％）と答えた割合がも最も多く、次いで、「被害者の家」
（27.3%）、「被害者又は加害者の車内」(24.2%）、「保育園・幼稚園・学校・大学」（21.2％）であった。

➢ 痴漢では、「公共交通機関」（59.3％）と答えた割合が最も多く、次いで「その他」（30.7％）であった。また、そ
の他の主な内容は、「道路上」や「通勤・通学路」、「駅から家までの間」であった。

➢ 盗撮では、「公共交通機関」（47.8％）と答えた割合が最も多く、次いで、「加害者の家」（26.1％）、「会社」
（26.1％）、「保育園・幼稚園・学校・大学」(26.1％）であった。

➢ セクシュアルハラスメントでは、「会社」（56.8%）と答えた割合が最も多く、次いで「公共交通機関」（31.1％）、
「その他」（31.1％）であった。また、その他の主な内容は「飲食店（職場・バイト先としての飲食店も含む）」で
あった。
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（３）②性被害を受けた場所（被害類型別）（複数回答）

3.0%

6.1%

24.2%

0.0%

0.0%

15.2%

6.1%

24.2%

15.2%

3.0%

6.1%

21.2%

24.2%

36.4%

27.3%

0%30%60%

3.5%

1.5%

30.7%

0.0%

1.0%

9.5%

4.5%

59.3%3.0%

12.1%

3.0%

13.1%

4.5%

7.5%

10.6%

0% 30% 60%

不同意わいせつ・不同意性交（n=33） 痴漢（n=199）

被害者の家

加害者の家

被害者または加害者の車内

保育園・幼稚園・学校・大学

塾・習い事

会社

ホテル

公共交通機関

遊技場

公共施設

スポーツ施設

SNS・インターネット上

その他

不明

答えたくない・無回答8.7%

0.0%

26.1%

0.0%

4.3%

21.7%

4.3%

47.8%

21.7%

26.1%

0.0%

26.1%

13.0%

26.1%

17.4%

0%30%60%

3.5%

1.5%

30.7%

0.0%

1.0%

9.5%

4.5%

59.3%3.0%

12.1%

3.0%

13.1%

4.5%

7.5%

10.6%

0% 30% 60%

盗撮（n=23） セクシュアルハラスメント（n=74）

被害者の家

加害者の家

被害者または加害者の車内

保育園・幼稚園・学校・大学

塾・習い事

会社

ホテル

公共交通機関

遊技場

公共施設

スポーツ施設

SNS・インターネット上

その他

不明

答えたくない・無回答
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（４）①被害者と加害者の関係（複数回答）（n=295）

性被害を受けたことがある人に、被害者と加害者との関係を
聞いたところ、

「まったく知らない人」（63.4％）と答えた割合が最も多く、
次いで、
「職場・アルバイト先の関係者」（23.7％） 、
「学校・大学の関係者」（20.3％）
であった。

63.4%

7.1%

1.0%

0.7%

23.7%

20.3%

6.8%

1.4%

1.4%

3.1%

7.1%

0% 20% 40% 60% 80%

配意者・パートナー *1

親 *2

きょうだい

その他の家族・親族

交際相手 *1

学校・大学の関係者 *3

職場・アルバイト先の関係者 *4

SNSなどインターネット上で知り合った人

医療・福祉関係者

その他

まったく知らない人

>

47.2

44.4

30.6

*1 かつてその関係であった者を含む
*2 実父母のほか、養親、義理の親、親の交際相手を含む
*3 教職員、先輩・後輩、同級生、部活の指導者 等
*4 上司・同僚・部下、客、取引先の相手 等

また、被害類型別に見ると（P20参照）、

➢ 不同意施わいせつ・不同意性交では、「まったく知らない人」（36.4％）と答えた割合がも最も多く、次いで、「学
校・大学の関係者」（30.3%）、「職場・アルバイト先の関係者」(27.3%）であった。

➢ 痴漢では、「まったく知らない人」（81.4％）と答えた割合が最も多く、次いで、「職場・アルバイト先の関係者」
（18.6％） 、 「学校・大学の関係者」（16.1%）であった。

➢ 盗撮では、「まったく知らない人」（60.9％）と答えた割合が最も多く、次いで、「職場・アルバイト先の関係者」
（34.8％） 、 「学校・大学の関係者」（21.7%）であった。

➢ セクシュアルハラスメントでは、「職場・アルバイト先の関係者」（70.3％）と答えた割合が最も多く、次いで、
「まったく知らない人」（51.4％） 、 「学校・大学の関係者」（27.0%）であった。
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（４）②被害者と加害者の関係（被害類型別）（複数回答）

配意者・パートナー *1

親 *2

きょうだい

その他の家族・親族

交際相手 *1

学校・大学の関係者 *3

職場・アルバイト先の関係者 *4

SNSなどインターネット上で知り合った人

医療・福祉関係者

その他

まったく知らない人36.4%

21.2%

0.0%

0.0%

27.3%

30.3%

18.2%

3.0%

6.1%

6.1%

21.2%

0%50%100%

81.4%

7.5%

1.0%

0.0%

18.6%

16.1%

3.5%

1.0%

1.5%

3.5%

6.0%

0% 50% 100%

不同意わいせつ・不同意性交（n=33） 痴漢（n=199）

60.9%

13.0%

0.0%

0.0%

34.8%

21.7%

17.4%

0.0%

0.0%

4.3%

13.0%

0%50%100%

配意者・パートナー *1

親 *2

きょうだい

その他の家族・親族

交際相手 *1

学校・大学の関係者 *3

職場・アルバイト先の関係者 *4

SNSなどインターネット上で知り合った人

医療・福祉関係者

その他

まったく知らない人 51.4%

6.8%

4.1%

1.4%

70.3%

27.0%

6.8%

0.0%

2.7%

4.1%

10.8%

0% 50% 100%

盗撮（n=23） セクシュアルハラスメント（n=74）
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被害者と加害者との性別関係を聞いたところ、

男性被害者の
67.6％は男性から被害を受け、
29.4％は女性から被害を受けていた。

女性被害者の
95.7％は男性から被害を受け、
 5.4％は女性から被害を受けていた。

（５）被害者と加害者の性別関係（複数回答）

（６）①被害者と加害者の社会立場上の関係（複数回答）（n=295）

55.3%

18.0%

37.3%

0% 30% 60%

性被害を受けたことがある人に、被害者と加害者との
社会的な立場関係を聞いたところ、

「わからない」（55.3％）と答えた割合が最も多く、
 次いで、
「地位や立場で上の人だった」（37.3％） 、
「地位や立場で同じか下の人からだった」（18.0％）
であった。

2.3%

2.9%

5.4%

29.4%

95.7%

67.6%

0% 50% 100%

女性被害者

男性被害者

男性加害者 女性加害者 分からない

（n=34）

（n=258）

地位や立場で上の人だった

地位や立場で同じか下の人だった

わからない



69.3%

14.1%

31.2%

0% 40% 80%

36.4%

12.1%

63.6%

0% 40% 80%
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（６）②被害者と加害者の社会立場上の関係（被害類型別）（複数回答）

地位や立場で上の人だった

地位や立場で同じか下の人だった

わからない

地位や立場で上の人だった

地位や立場で同じか下の人だった

わからない

47.8%

26.1%

47.8%

0% 40% 80%

39.2%

24.3%

78.4%

0% 40% 80%

地位や立場で上の人だった

地位や立場で同じか下の人だった

わからない

地位や立場で上の人だった

地位や立場で同じか下の人だった

わからない

不同意わいせつ・不同意性交（n=33） 痴漢（n=199）

盗撮（n=23） セクシュアルハラスメント（n=74）

また、被害類型別で見ると、

➢ 「地位や立場が上の人だった」と答えた割合では、
「セクシュアルハラスメント」（78.4％）が最も多く、次いで「不同意わいせつ・不同意性交」（63.6％）となった。

➢ 「地位や立場が同じか下の人だった」と答えた割合では、
「盗撮」（26.1％）が最も多く、次いで、「セクシュアルハラスメント」（24.3％）であった。

➢ 「わからない」と答えた割合では、
「痴漢」（69.3％）が最も多く、次いで盗撮（47.8％）であった。

であった。
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（５）①性暴力による影響（複数回答）（n=295）

64.0%

58.8%

63.4%

31.4%

35.3%

31.9%

4.7%

5.9%

4.7%

0% 50% 100%

女性

男性

全体

影響あり 影響なし 無回答

4.7%

31.9%

6.8%

1.4%

0.7%

8.1%

4.4%

18.0%

5.4%

2.0%

7.8%

3.1%

3.7%

8.1%

11.2%

20.0%

9.8%

9.8%

3.1%

14.9%

9.5%

0% 20% 40%

眠れなくなった

心身が不調になった

精神疾患と診断された

自信がなくなった

誰も信じられなくなった

外に出るのが怖くなった

異性と会うのが怖くなった

人付き合いがうまくいかなくなった

引っ越しした

電話番号・メールアドレス・SNSのアカウントを変えた、削除した

仕事・アルバイトをしばらく休んだ、やめた、変えた

学校・大学をしばらく休んだ、やめた、変えた

死にたくなった

感覚がよみがえる

活動的でなくなった

神経過敏になった

飲酒量が増えた

性行動が活発になった

その他

特にない

無回答

性被害を受けたことがある人に、性暴力を受け
たことによる影響を聞いたところ、

「その他」(31.9％）と答えた割合が最も多く、
次いで、
「外に出るのが怖くなった」（20.0％）、
「被害を受けた時の感覚がよみがえる（フラッ
シュバック）」（18.0％）、
「心身に不調をきたした」（14.9％）
であった。
また、その他の主な内容は、「行動を変えた

（通勤・通学方法を変えた、電車に乗らなく
なった等）」であった

性被害を受けたことがある人のうち、
全体で63.4％（男性58.8％、女性64.0％）は、

性暴力によって、
心身や日常生活に何らかの影響を受けている
と答えている。

（５）②性暴力による影響の有無



4.1%

41.0%

3.7%

36.3%

23.7%

7.1%

1.4%

0.3%

0.3%

0.3%

0.3%

0.0%

0.0%

0.3%

5.8%

0.0%

0.3%

0% 25% 50%
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性暴力により日常生活上何らかの影響を受けている人に、
影響がどれだけ続いているか聞いたところ、

10年以上 22.4％
1年～5年未満 14.9％
であった。

（６）性暴力による影響の継続期間（複数回答）（n=295）

性被害を受けたことがある人に、誰（どこ）に相談し
たかを聞いたところ、

誰（どこ）にも相談しなかった 41.0％
友人や知人 36.3％
家族や親戚 23.7％
職場・アルバイト関係者 7.1％
警察署や警察の相談窓口 5.8％
であった。

19.4%

22.4%

7.5%

14.9%

10.4%

10.4%

9.0%

0% 20% 40%

（７）性被害の相談先（n=295）

１週間未満

１週間以上１か月未満

１か月以上１年未満

１年以上５年未満

５年以上1０年未満

10年以上

わからない・覚えていない

みえ性暴力被害者支援センター「よりこ」

（公社）みえ犯罪被害者総合支援センター

警察署や警察の相談窓口

三重県女性相談支援センター

三重県男女共同参画センター「フレンテみえ」

三重県人権センター

児童相談所

法務局・人権擁護委員

市や町の相談窓口

上記以外の電話相談、メール相談、SNS相談等

学校関係者

職場・アルバイトの関係者

家族や親戚

友人・知人

その他

相談しなかった

無回答
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性被害について相談したことがある人に、相談先がど
のような対応を取ったのか聞いたところ、

話を聞いてくれた 74.3％
慰めたり励ましてくれた 30.4％
被害者を非難した 30.4％
とるべき行動を教えてくれた 21.1％
であった。

（８）相談先の対応（複数回答）（n=171）

性被害について相談したことがある人に、相談するま
でにかかった時間を聞いたところ、

その日のうち 54.4％
２～３日 19.3％
１か月～１年未満 11.1％
であった。

（９）相談するまでの時間（複数回答）（n=171）

6.4%

7.0%

30.4%

4.1%

4.7%

74.3%

30.4%

21.1%

13.5%

2.9%

8.8%

0% 20% 40% 60% 80%

その他

何もしてくれなかった

あなたを非難した

的外れな助言をされた

わかってくれなかった

話を聞いてくれた

あなたを慰めたり、励ましてく…

とるべき行動を教えてくれた

一緒にいて、守ってくれた

避難先や居場所を提供してく…

相手に働きかけてくれた

9.9%

1.8%

1.8%

2.3%

11.1%

7.6%

19.3%

54.4%

0% 20% 40% 60%

わからない

10年以上

5年～10年未満

1年～5年未満

1か月～1年未満

4日～1か月未満

2～3日

その日のうち
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（10）相談しなかった理由（複数回答）（n=113）

3.5%

8.0%

23.9%

19.5%

26.5%

15.0%

11.5%

27.4%

31.9%

40.7%

17.7%

0% 25% 50%

性被害について相談しなかった人に、なぜ相談しな
かったのかを聞いたところ、

相談するのは恥ずかしかった 40.7％
相談してもむだだと思った 31.9％
であった。

また、相談窓口等に関して、
相談先が分からなかった 17.7％
二次被害を受けるとおもった 15.0％
という結果も見られた。

相談先が分からなかった

相談するのが恥ずかしかった

相談しても無駄だと思った

相談するほどのことではないと思った

相談してどうなるか不安が大きかった

二次被害を受けると思った

自分さえ我慢すればいいと思った

自分にも悪いところがあると思った

被害を思い出したくなかった

加害者からの仕返しが怖かった

加害者に脅された
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（11）被害直後必要だった支援と現在必要な支援（n=295）

性被害を受けたことがある人に、被害を受けた直後と現在必要な支援がそれぞれ何か聞いたところ、

であった。

25.1%

8.8%

6.1%

31.9%

13.2%

14.2%

8.8%

3.4%

2.4%

9.2%

0.7%

3.1%

3.7%

7.1%

9.2%

2.4%

5.1%

17.3%

0% 10% 20% 30% 40%

16.3%

7.8%

8.5%

22.7%

22.4%

18.0%

9.8%

4.4%

2.0%

13.6%

1.0%

2.0%

2.7%

12.2%

12.5%

5.1%

8.5%

32.5%

0%10%20%30%40%

被害・事件について聞いてもらう

安全な避難場所を提供してもらう

医療的支援*6・病院への付添い

被害届の提出方法などを教えてもらう

警察・検察とのやり取りの手助け・付添い

弁護士の紹介や裁判所に行くときの付添い

支援団体や自助グループの紹介

市役所・町役場での手続きの手助け・付添い

生活全般*7の手伝い

見舞金などの経済的な支援

画像や動画の削除方法を教えてもらう

精神的な支援(カウンセリング、精神科の受診等)

プライバシーなどへの配慮

どのような支援があるか教えてもらう

そっとしておいてもらう

変化に気付いてもらう

その他

無回答

＜被害直後必要だった支援＞
事件や被害について話を聞いてもらう 32.5％
どんな支援があるのかを教えてもらう 22.4％

＜現在＞
そっとしておいてもらう 31.9％
事件や被害について聞いてもらう 17.3％

被害直後必要だった支援 現在必要な支援

*6 証拠採取、緊急避妊薬の処方や性感染症検査など
*7 食事・買い物など身の回りのこと



15.9% 70.2% 13.9%

0% 50% 100%

ある ない 無回答
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二次被害の経験について聞いたところ、
二次被害を受けた経験があるのは15.9％であった。

誰から二次被害を受けたか聞いたところ、

家族や親戚 38.3％
友人・知人 31.9％
職場関係者 29.8％
学校関係者 14.9％
相談した窓口 14.9％
であった。

（12）二次被害の経験（n=295）

（13）二次被害を受けた相手（n=47）

10.6%

4.3%

0.0%

14.9%

2.1%

29.8%

14.9%

31.9%

38.3%

0% 25% 50%

家族や親戚

友人・知人

学校関係者（教職員、養護教諭、スクールカウンセラー等）

職場・アルバイトの関係者（上司・同僚・部下、取引先など）

医療関係者（医師、看護師など）

相談した窓口

新聞・雑誌・テレビ等の記事・ニュース、報道による取材

インターネットやSNS

その他



90.1%

81.4%

82.3%

9.4%

17.3%

16.8%

0.6%

1.4%

0.9%

0% 50% 100%

知っている・聞いたことがある 知らなかった 無回答

97.2%

98.0%

97.2%

2.3%

1.4%

2.4%

0.6%

0.7%

0.4%

0% 50% 100%

知っている・聞いたことがある 知らなかった 無回答
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（１）「性暴力」の認知度（性被害経験の有無別）

（２）「二次被害」の認知度（性被害経験の有無別）

「性暴力」の認知度について、性被害経験の有無別
にみると、「知っている、または、聞いたことがあ
る」と回答した割合は、

「自身の被害経験がある」と答えた人は、98.0％
であり、
「周囲の被害経験がある」と答えた人は、 97.2％
であった。

「二次被害」の認知度について、性被害経験の有無
別にみると、「知っている、または、聞いたことが
ある」と回答した割合は、

「自身の被害経験がある」と答えた人は、81.4％
であり、
「周囲の被害経験がある」と答えた人は、 90.1％
であった。

*8 回答者の性被害経験（被害類型別）（P13）において、自身がいずれか一つでも性被害に遭ったことがあると回答した人。以下同じ。
*9 回答者の周囲における性被害経験（被害類型別）（P９）において、いずれか１つでも周囲で性被害を見聞きしたことがあると回答した人。以下同じ。

全体
（n=1,337）

自身の被害経験がある*8
(n=295）

周囲の被害経験がある*9
（n=352）

全体
（n=1,337）

自身の被害経験がある
(n=295）

周囲の被害経験がある
（n=352）



29.3%

30.2%

23.6%

69.9%

69.2%

75.8%

0.9%

0.7%

0.7%

0% 50% 100%

知っている・聞いたことがある 知らなかった 無回答

15.9%

13.9%

14.9%

83.8%

85.4%

84.7%

0.3%

0.7%

0.4%

0% 50% 100%

知っている・聞いたことがある 知らなかった 無回答
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（４）「よりこ」の認知度（性被害経験の有無別）

（３）「三重県性暴力の根絶をめざす条例」の認知度（性被害経験の有無別）

「三重県性暴力の根絶をめざす条例」の認知度につ
いて、性被害経験の有無別にみると、「知っている、
または、聞いたことがある」と回答した割合は、

「自身の被害経験がある」と答えた人は、13.9％
であり、
「周囲の被害経験がある」と答えた人は、 15.9％
であった。

「よりこ」の認知度について、性被害経験の有無別
にみると、「知っている、または、聞いたことがあ
る」と回答した割合は、

「自身の被害経験がある」と答えた人は、30.2％
であり、
「周囲の被害経験がある」と答えた人は、 29.3％
であった。

全体
（n=1,337）

自身の被害経験がある
(n=295）

周囲の被害経験がある
（n=352）

全体
（n=1,337）

自身の被害経験がある
(n=295）

周囲の被害経験がある
（n=352）



29.1%

67.8%

1.2%

0.1%

0.1%

0.1%

0.1%

1.0%

0.1%

0.1%

0.4%

0.1%

0.1%

0.5%

0.0%

0.3%

0% 40% 80%
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回答者自身が性加害をしたことがある行
為について聞いたところ、

性的ないたずら 1.2％
セクシュアルハラスメント 1.0％
痴漢 0.5％
不同意性交・不同意わいせつ 0.3％
であった。

（１）①回答者の性加害経験（加害類型別）（複数回答）（n=1,337）

不同意わいせつ・不同意性交

面会要求

痴漢

盗撮

性的虐待

配偶者等性暴力

デートDV

ストーカー行為

セクシュアルハラスメント

性的脅迫

デジタル性暴力

アスリート等盗撮

アダルトビデオ（AV）出演強要

性的ないたずら

どれも行ったことがない

答えたくない・無回答



1.5%

5.2%

3.1%

71.6%

63.0%

67.8%

26.9%

31.8%

29.1%

0% 50% 100%

女性

男性

全体

加害経験あり 加害経験なし 答えたくない・無回答
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いずれかの行為をしたことがあると答えた
割合を性別に見ると、

全体 3.1％
男性 5.2％
女性 1.5％
であった。

（２））再発防止プログラムの利用意向（n=38）

（１）②回答者の性加害経験（n=1,337）

0.0%0.0%

26.3%

5.3%

63.2%

5.3%

0% 50% 100%

受けたい どちらかというと受けたい

どちらともいえない・わからない どちらかというと受けたくない

受けたくない 無回答

性加害をしたことがある人に、再発防止プ
ログラムの利用意向を聞いたところ、

受けたい ０％
どちらかというと受けたい ０％
どちらとも言えない・わからない 26.3％
どちらかというと受けたくない 5.3％
受けたくない 63.2％
であった。

（n=597）

（n=722）

（n=1,337）
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